
３．単 独 決 算 の 概 要

１．需    要

この結果、販売電力量合計では、３.２％の減少となりました。

（単位：百万ｋＷｈ）

２．供    給

（単位：百万ｋＷｈ）
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はかったことから、安定した供給を維持することができました。
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電灯および電力は、電化機器の普及はありましたが、夏季の気温が前年に比べ低く推移した

特定規模需要は、夏季の気温が前年に比べ低く推移したことによる冷房需要の減少や、東日本

大震災を契機とした、業務用における省エネ意識の高まり、産業用における紙・パルプ、機械

ことによる冷房需要の減少などにより、２.６％の減少となりました。

工業での生産減などにより、３.６％の減少となりました。
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３.収    支

（１）収    益

（２）費    用

（３）利    益

・

修繕費は、流通設備に係る工事費の増加などにより、３５億円（８.１％）の増加となり

減価償却費は、定率償却による逓減効果などにより、１３億円（△２.７％）の減少と

・

なりました。

・

・

ました。

・ 燃料費・購入電力料は、石炭火力の稼働を高めるなど費用の低減に努めましたが、泊

なりました。

・

減少となりました。

発電所の定期検査日数の増加による原子力発電量の減少や本州方面への電力融通の実施

ました。

などにより、３６４億円（８０.３％）の増加となりました。

支払利息は、金利の低下などにより、４億円（△５.８％）の減少となりました。

以上により、経常利益は、４７億円（△３１.０％）減少の１０４億円となりました。

その他費用は、原子力バックエンド費用の減少などにより、８億円（△１.２％）の

なりました。

この結果、経常費用合計では、３９３億円（１６.０％）増加し、２,８５９億円と

なお、中間配当につきましては、本日開催の取締役会において、１株につき２５円と決定

・ 電灯・電力収入は、販売電力量の減少はありましたが、燃料価格の上昇に伴う燃料費調整

・ 人件費は、退職給付会計に係る費用の増加などにより、１９億円（７.１％）の増加となり

増加となりました。

その他収益は、本州方面への電力融通の実施などにより、３１８億円（３９７.７％）の・

・ この結果、経常収益合計では、３４６億円（１３.２％）増加し、２,９６４億円と

制度の影響などにより、２８億円（１.１％）の増加となりました。

いたしました。

・

また、四半期純利益は、前年同期に資産除去債務会計基準の適用に伴う過年度分の影響額

を特別損失として計上した反動などにより、６億円（１９.５％）増加の４０億円と

なりました。

・



収 支 比 較 表 （単位：百万円）

電 灯 料 117,137 117,057 80 100.1 250,412

電 力 料 139,458 136,719 2,739 102.0 280,076

(　小　　計　) ( 256,596 ) ( 253,777 ) ( 2,819 ) ( 101.1 ) ( 530,489 )

そ の 他 収 益 39,814 7,999 31,814 497.7 18,175

［ 売   　　上　   　高 ］ [ 294,696 ] [ 260,411 ] [ 34,285 ] [ 113.2 ] [ 546,080 ]

合 計 296,411 261,777 34,634 113.2 548,664

人 件 費 29,757 27,796 1,960 107.1 55,275

燃 料 費 ・ 購 入 電 力 料 81,846 45,385 36,460 180.3 121,296

修 繕 費 47,846 44,276 3,569 108.1 91,047

減 価 償 却 費 48,310 49,658 △ 1,347 97.3 102,240

支 払 利 息 6,960 7,390 △ 429 94.2 14,475

そ の 他 費 用 71,219 72,089 △ 869 98.8 139,878

合 計 285,940 246,597 39,343 116.0 524,214
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